
結果

「問題づくり」を取り入れた数学の授業実践報告

実践背景
課題

・問題が解ければよいと考え，なぜそのように考えるのか，その
問題の意味を深く理解しようとしない生徒が一定数いる．

・数学が苦手な生徒は，内容が進むにつれ，わからないことが
増え，結果的に学習意欲を下げてしまう傾向がある．

仮説

数学の問題をただ解くだけではなく，自ら問題をつくるような活
動を取り入れることで，数学を学ぶ上で思考過程を重視したり，
意味を深く理解しようとするといった姿勢が育まれ，認知主義的
学習観に対して変容がみられる．

実践方法

考察と今後の課題

取得データおよび検証方法
【取得データ】
・「学習動機（10項目）」，「授業中の方略（6項目）」 ，「学習観（24
項目）」の計40項目 （実践における効果検証のアンケート項目をもとに作成）

・postのみ以下のデータも取得
「作問の学習効果（3項目）」「作問の動機づけ（2項目）」
「協同学習の効果（2項目）」
「問題づくりの授業について感想や要望など（自由記述）」

【方法（抜粋）】
時期 pre 9月 116名 , post  12月 110名

[１] 「作問の学習効果」と「学習観」の関連

「作問の学習効果」×「各学習観（認知的学習観・非認知的学習
観）」で相関分析を行った．

[２] 「作問の学習効果」「作問の動機づけ」「協同学習の効果」が
作用する「学習観」の伸び幅への影響

「作問の学習効果」「作問の動機づけ」「協同学習の効果」を独立
変数，「各学習観の伸び幅（postからpreを引いた得点）」を従属変
数として，重回帰分析を行った．

[３] 「学習方略」が作用する「作問の学習効果」と「認知主義的学
習観」への影響

「作問の学習効果」と「認知主義的学習観」の間に「各学習方略
（基本的・発展的）」が媒介して影響しているかについて媒介効果
の検定（ブーストラップ法）を行った．

[１] 「作問の学習効果」と「認知主義的学習観」との関連はr=.628と
強い正の相関が見られた．一方，非認知主義的学習観はr=.053と相
関がみられなかった．

[２] 「作問の学習効果」が「各学習観」の伸びを有意に大きくした．

[

[３] 「作問の学習効果」は「学習方略」を媒介して「認知主義的学習
観」に影響していた．

問題づくりのような創造性が求められる自由度の高い学習活動は，
発展的学習方略(深い方略)を媒介して認知主義的学習観の変容に
影響を与えることが明らかとなった．一方で発展的学習方略(深い方
略)の習得レベルが高くない生徒にとっては，問題づくりという活動そ
のものにコスト感を感じたり，意味を見いだしにくかったのかもしれな
い．さらに，本実践では問題づくりの最中で生徒間で思考を共有する
ような場面を設定せず，良問に絞って教員がフィードバックするという
形式をとっていたため，問題づくりの活動にコミットできていない生徒
も一定数いた可能性もある．参加する生徒すべてが学びの機会とな
るよう，どのように活動を設計すべきかについて今後の課題としたい．

対象と実践期間
・対象授業 「中学２年数量」
・対象生徒 勤務校の中学生のうち筆者が担当した3クラス
・2025年9月～2025年12月

実践の内容
実践１
「日々の授業で取り入れた問題づくり」
その日に扱った内容の類題をつくるような問題の作問を課題とし
て設定．次回の授業最初にクラスの生徒が作問した問題を全員
で解いた．

実践２
「考査に向けた問題づくり」
考査に向けた問題の作問を課題として設定．クラスオリジナル問
題を考査前に全員で解いた．

作問の指針

生徒が作問した問題 （単元：２次方程式）
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